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文教・子ども委員会資料

平成30年2月27日

子育て支援部子育て支援課

教育委員会事務局生涯学習課

放課後子ども総合プラン実施の方向性について

区の現状

「放課後子ども総合プラン」とは、学校を活用し、 「放課後児童健全育成事業（学童

保育クラブ)」と「放課後子ども教室」を一体的あるいは連携して実施するという総合

的な放課後対策事業である。平成26年8月に国から各自治体あてに、すべての児童

が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことができるよう 「放課

後子ども総合プラン｣を策定し、計画的に整備等を進めるよう通知があった。

区では、放課後及び学校休業日に学校施設等を利用して、子どもたちの安全安心な

居場所を確保するとともに、地域の人材を活用して、子どもたちにさまざまな体験の

機会を提供することにより、 自主性、創造性、社会性等を養うことを目的として、放

課後フリークラブ事業としてランドセルひろば（全校実施）と子ども教室（15校実

施）を実施しており、また､保護者の就労や病気等で、放課後に家庭で保育ができな

い小学3年生までを対象とした学童保育クラブ事業（26か所）を別々に実施してき

た。

放課後子ども総合プランについては､ 23区で既に20区が実施しており、本区に

おいても平成27年度に改定した「目黒区子ども総合計画」に新規事業として掲げ、

目黒区教育委員会では「めぐる学校教育プラン」に平成29．30年度「検討｣、平成

31年度「事業開始」のスケジュールを示しており、今年度実施に向けて教育委員会

事務局と企画経営部、子育て支援部の関係者で検討を進めてきたところである。
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、

各事業の課題2

（1）ランドセルひろば

ア雨天時の学校施設の利用

雨天時においてもランドセルひろばが実施できるよう、学校施設利用について、

学校と連携・協力しながら引き続き検討していく必要がある。

イ研修内容の充実

様々なトラブルにも的確に対応できるよう管理運営員の更なる質の向上を図

るため、研修等の充実について引き続き検討していく必要がある。

（2）子ども教室

ア実施小学校区の拡大

子ども教室未実施校区（7校）の地域等に､実施についてさらに働きかけを強

めていく必要がある。

イ事業の周知の拡大

教室事業のより一層の周知を図るため、ホームページの更なる充実や、チラシ
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4 屯

内容及び配布場所等について検討する必要がある。

ウ内容の充実

実施団体の意向や実施状況を確認しつつ、活動内容の充実について引き続き検

討していく必要がある。

（3）学童保育クラプ

ア入所希望児童の増加

入所希望者が年々増加しており、平成29年1月の推計では現在約1， 664

人の入所者が、平成36年度に2， 263人のピークを迎え､平成39年度でも

入所希望者の定員超過が続き､学童保育クラブ待機児童の発生が見込まれている。

平成30年度から平成32年度までに5か所の学童保育クラブを整備する計

画であるが、需要見込み数に対応できていないため、早急に学童保育クラブの受

入先を確保する必要がある。

イ学童保育クラブの対象学年の拡大

平成27年4月からスタートした子ども・子育て支援新制度では、学童保育ク

ラブ対象児童が小学生(1年生から6年生）となった。小学4年生から6年生ま

で児童に対する新たな保育の実施が求められている。

3放課後子ども総合プランの実施の方向性について

各事業の課題解決と区の新たな子どもの放課後の居場所対策を進めるため、小学校

施設を利用して、児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うこ

とのできるよう 「放課後子ども総合プラン」を実施可能な小学校から順次実施してい

くこととする。実施に当たっては、次の手順で進める。

（1）具体化のための組織の設置

子育て支援部内に事業実施の具体化に向け、平成30年度から放課後対策を進め

る担当組織（課長及び係）を設置する。事業内容について､-教育委員会事務局、小

学校長会、企画経営部、子育て支援部の関係者による検討委員会を設置して詳細を

決めていく。

（2）モデル事業の実施

平成31年4月を目途にモデル事業として実施し、検証、評価しながら環境整備

等を進める。

4今後の予定 、

平成30年4月1日放課後子ども対策担当課の設置

以 上
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藁雲繍_塞国は｢放課後子ども総合プﾗﾝ｣に基づく市町村等の取組に対し､必要な財政的支援策を毎年度予算編成過程におい市町誠溌唾都道府県毎徳制等
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○市町村には「運営委員会｣ 、都道府県には「推進委員会」を設置し、教育委員会と福祉部局の連携を強化
○「総合教育会議」を活用し、首長と教育委員会が､学校施設の積極的な活用など、総合的な放課後対策の在り方について十分協議 4！
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一体型の放課後児童クラブ｡放課後子供教室のイメージ
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学校と－体型の放課後児童クラブ・放課後｜
子供教室との密接な連携

＞小学校の教職員と放課後児童クラブ･放課後｜
子供教室の職員とが日常的・定期的に情報交I
換を行い、 1人1人の児菫の状況を共有の上､ ｜
きめ細かに対応

＞学校だけでなく、家庭とも密接に連携

/’ 含霊体型の魏蕊一;ジ －、
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※一体型の中には、放課後子供教室を毎日開催するものと、定期的に開催するものとがある
※一体型でない放課後児童クラブと放課後子供教室についても連携して実施 19


